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研究成果の概要（和文）：20 世紀という激動の時代の記憶と記録を収集・保存し後世に伝え
ることが、平和な未来を築くために極めて大切であるという認識から、本研究では、(1)アジア
太平洋戦争を中心とした日本の戦争及び占領地関係記録の伝存過程を国内外の調査によって明
らかにするとともに、(2)朝鮮を中心とした日本の植民地支配に関わる記録の所在調査とオーラ
ルヒストリーの収集を実施し、さらに、(3)米国を中心とした広島・長崎原爆被害関係資料の調
査と収集を行った。研究成果の多くは、論文・学会報告などで公表している。 

 
研究成果の概要（英文）：It is extremely important to preserve memories and records of 
the 20th Century, which was a very tempestuous period, in order to create the future peace. 
Based on this point of view, the present study has: (1) clarified a part of archival history 
of the records relating to the Japanese war and occupation of Asian countries during the 
Asian-Pacific War period: (2) surveyed the records relating to the Japanese colonial rules, 
especially in Korea, and also collected related oral records; and (3) made an archival 
research, mainly in the United States, on the records relating to the Hiroshima-Nagasaki 
Atomic-Bomb casualties and collected a part of them. A part of the fruits of the project 
has been opened by articles and academic presentations. 
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１．研究開始当初の背景 

20世紀という激動の時代の記憶と記録を収
集・保存し、後世に伝えるアーカイブズ活動
の重要性が世界的に指摘されている。とりわ
け、アジア侵略と被爆体験という過去を持つ
日本が果たすべき役割は大きい。日本は本格

的な現代史アーカイブズを設立して国内外の
人々に研究資源を提供し、世界平和の構築に
貢献すべきである。 

20世紀現代史は３つのキーワードで捉える

ことができる。2 度にわたる世界戦争に代表

される「戦争」、帝国主義諸国による植民地支
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配に象徴される「支配」、そして核兵器の出現

と冷戦後の核拡散であらわされる「核」であ

る。この３つのキーワードは日本の現代史と

も密接に関わっており、日本独自の視点から

これらに関わる記憶と記録をアーカイブズと

して保存し後世へ伝えることは、国際的にも

きわめて重要である。 

第一の「戦争」に関する記録についていえ

ば、日本では国立公文書館アジア歴史資料セ

ンターによる資料のデジタル画像提供サービ

スや、「日本占領期資料フォーラム」によるオ

ーラルヒストリーの収集・出版活動が先駆的

な取り組みとして知られている。しかしアー

カイブズ学的研究としては、本研究の研究代

表者安藤正人を中心とした平成 14～16 年度

科研費基盤研究(A)「旧日本植民地・占領地に

おけるアーカイブズ政策と記録伝存過程の研

究」、研究協力者前川佳遠里による平成 19～

21 年度科研費若手研究(A)「東南アジア諸地

域との太平洋戦争関係歴史記録情報の共有化

モデル構築に向けた研究」などがあるに過ぎ

ない。現在、アジア太平洋戦争と日本軍に関

する資料所在への関心は、オランダの「戦争

の遺産」プロジェクトのように欧米にも広が

っており、また東南アジア諸国でもオーラル

ヒストリーを含むアーカイブズ構築への取り

組みが進められている。日本としても、これ

らの動きに協調して戦争関連記録の伝存過程

に関するアーカイブズ学的研究と、それをも

とにしたアーカイブズ情報の整備にもっと積

極的に取り組む必要がある。 

第二の「植民地支配」に関する記録につい

ては、1990年代以降、韓国・台湾での民主化

の進展及び中国での改革開放政策、さらには

ソ連邦の崩壊によって、かつて日本の植民地

であった地域に現存するアーカイブズが明ら

かになった。国内研究者による現地調査も盛

んになったが、アーカイブズ所在情報は必ず

しも一元化されていない。一方、韓国や台湾

などの研究機関・研究者も日本国内のアーカ

イブズ所在情報の把握と収集を行っているが、

日本側との情報の相互交換と共有化は図られ

ていない。かかる状況を改善するため、研究

代表者安藤正人を中心に平成17～20年度科研

費基盤研究(A)「朝鮮総督府文書を中心とした

旧植民地関係資料の共用化に関するアーカイ

ブズ学的研究」を実施した。その結果多くの

植民地関係資料の所在が明らかになり、今後

も継続して、より組織的に植民地関係資料の

アーカイブズ学的研究と情報共有化を進める

必要性があることが痛感された。 

第三の「核」をめぐる記録についても、研
究は立ち遅れている。広島・長崎への原爆投

下後、日本政府は「陸軍省救護調査団」「原子
爆弾災害調査研究特別委員会」を結成して被
害調査と記録作成を行った。米側もマンハッ
タン管区調査団、陸・海軍調査団、戦略爆撃
調査団、「原爆の効果に関する合同調査団」な
どを組織して調査を実施し、1947 年に設置さ
れた ABCC(原爆傷害調査委員会)が放射線の長
期的影響についての調査研究を引き継いだ。
日本人研究者が広島・長崎で収集したものを
含む、これら諸機関の原爆被害調査資料は多
く米国へ移送された。カルテや病理標本など
一部は日本に返還され、放射線影響研究所、
広島大学、長崎大学などで他の多様な原爆被
害調査資料と共に保管されている。これら日
米両国に残存する原爆被害調査資料は、いず
れも全体的な学術調査が行われておらず、情
報の集約と長期的な保存体制の確立が今後の
大きな課題である。加えて、日本での原爆被
害調査に参加した米国人研究者の高齢化が進
み、調査の経緯や資料についての証言記録の
作成も急がれる。 

以上が、研究開始当初の背景である。 
 

２．研究の目的 

本研究は、前記の 3 つの切り口を基軸とし

て、(1)戦争の記憶と記録、(2)支配の記憶と

記録、(3)核時代の記憶と記録、の 3研究チー

ムを設け、以下の 3 つの課題を明らかにする

ことを目的とした。 

【第 1 課題】アジア太平洋戦争を中心とした

日本の戦争及び占領地関係記録の伝存過程の

解明、【第 2課題】東アジア地域における植民

地支配に関わる記録の共同調査、【第 3 課題】

米国所在記録を中心とした広島・長崎原爆関

係資料の調査と保存モデルの構築 

【第 1 課題】では、まず欧米や東南アジア

諸国で収集、整理、公開されているアジア太

平洋戦争期の日本軍ならびに日本軍政関係資

料に焦点を当て、概要情報を集約するととも

に各資料群の伝存過程を分析・解明してアー

カイブズ学的な情報記述を行い、これをデー

タベース化することを目的とした。このため、

欧米ならびに東南アジア諸国の公文書館や関

係機関を訪問し、アーキビストの協力を得て

関連資料群のアーカイブズ学的調査を行うこ

ととした。とくに国際赤十字委員会アーカイ

ブズ（ジュネーブ）、オランダ戦争資料館（ア

ムステルダム）、米国立公文書館などと連携を

図り、インドネシア、マレーシア、シンガポ

ール、フィリピン、ベトナムなどにおいても、

これまで培ってきたアーキビスト・ネットワ

ークを活用して情報を収集し、資料群の伝存

過程を解明することを目指した。   

【第 2 課題】の場合もほぼ同様で、これま

で蓄積してきた研究成果と人的ネットワーク



 

 

を活用して、日本・韓国・台湾における植民

地支配に関わる文書記録や関係者による口述

記録を国内外の研究者の連携によって積極的

に調査収集し、最終的にはアーカイブズ概要

記述の国際標準に準拠した日・韓・台を結ん

だ総合的アーカイブズ・ガイドを作成するこ

とを目的とした。 

【第 3 課題】では、当面、米国内の原爆・

放射線被害関係資料に焦点を絞り、研究機関

や公文書館等が所蔵する関係資料の所在情報

と概要情報を調査・収集し、アーカイブズ学

の国際標準に依拠して分析・記述し、これを

集約することを目的とした、また、米国内に

在住する、原爆被害調査に関わった研究者の

インタビューを実施し、機関資料の所在や移

動について明らかにするとともに、現在も個

人が保管している資料の調査を実施して、こ

れを集約することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

本研究は、(1)戦争の記憶と記録、(2)支配

の記憶と記録、(3)核時代の記憶と記録、の 3

チームによって実施し、各国公文書館等の現

地調査と資料収集、ならびに共同研究会活動

を主な柱として実施した。各チームの研究課

題と研究対象地域は相互に重なり、また最終

目的は、いずれもアーカイブズ学的手法によ

る資料情報の集約にあるので、チームメンバ

ーは固定せず、合同調査を適宜実施した。以

下、チームごとに研究方法の概略を記す。 

（１）「戦争の記憶と記録」チーム 

①資料調査：ターゲットを日本の東南アジア

占領に絞り、他のチームと協力しながら東南

アジア諸国において資料調査を実施する。ま

た、欧米関係諸国において、日本の東南アジ

ア占領に関する資料調査を実施する。とくに

オランダについては現地研究機関との密接な

連携を図る。また、国際赤十字委員会などの

国際機関、ならびに交戦国利益代表国として

の中立国の活動に関する記録状況を明らかに

するため、スイスとスウェーデンにおいて資

料調査を実施する。 

③情報の集約と分析、記述：チームよって調

査・収集された情報やデータは、研究組織全

員で共有化を図り、アーカイブズ学的な共同

研究にもとづいて目録記述を試みる。 

（２）「支配の記憶と記録」チーム 

①資料調査：他のチームと協力しながら、韓

国・中国・台湾ならびに米国など関係諸国に

おいて資料調査を実施する。とくに米国にお

いては、国立公文書館以外に、大学図書館や

研究機関が旧日本植民地に関連する個人文書

を所蔵している例が多いので、重点的な調査

を実施し、写真撮影等による情報収集を行う。 

②オーラルヒストリーの収集：引揚者団体等

の協力を得ながら、旧朝鮮在住者から口述記

録の収集を実施する。 

③情報の集約と分析、記述：チームよって調

査・収集された情報やデータ（オーラルヒス

トリーを含む）は、研究組織全員で共有化を

図り、アーカイブズ学的な共同研究にもとづ

いて目録記述を進める。 

（３）「核時代の記憶と記録」チーム 

①資料調査：国外では、米国の資料所蔵機関

に焦点を絞り、米国の研究協力者と密接な連

携を図りつつ、原爆・核兵器関係資料の所在

調査と情報収集を実施する。必要に応じ重要

資料のデジタル化による収集を実施する。国

内でも、広島・長崎において資料調査を行う。 

②オーラルヒストリーの収集：米国科学アカ

デミーやテキサス医療センターと協力し、日

本で原爆放射線被害調査に携わった米人科学

者の聞き取り調査を実施する。 

③情報の集約と分析、記述：チームよって調

査・収集された情報やデータは、研究組織全

員で共有化を図り、アーカイブズ学的な共同

研究を進める。また、原爆関係資料情報の国

際的共有化に向け、米国の研究協力者と共同

研究にもとづいて目録記述を進める。 

 
４．研究成果 

（１）「戦争の記憶と記録」チームの成果 

国外資料調査と情報収集の実績は次の通り
である。まず、東南アジアでは、タイ（国立
公文書館他、2009 年）、インドネシア（国立
公文書館他、2009 年）、ベトナム（国家記録
アーカイブズ管理局第 1・第 2・第 3アーカイ
ブズセンター、2010・2011・2012年）におい
て、日本の東南アジア占領に関する資料調査
を実施した。ヨーロッパでは、オランダ（国
立公文書館、オランダ赤十字委員会、国防省
戦史研究所、国防省蘭印軍博物館、2011年)、
スイス（国際赤十字委員会、国際連盟アーカ
イブズ、国際連合欧州本部アーカイブズ、2011
年）、同（スイス連邦公文書館、2012 年）、ス
ウェーデン（国立公文書館、2012 年）におい
て、第 2 次世界大戦期およびＧＨＱ占領期の
日本軍関係資料、ならびに中立国の交戦国利
益代表国としての外交活動に関する資料等の
調査を実施した。成果の一部は論文として公
表し、目下、収集情報の集約を進めている。 

 

（２）「支配の記憶と記録」チームの成果 

国外資料調査と情報収集の実績は以下の通

りである。最も重点を置いたのは米国に所在

する資料で、コロンビア大学図書館（個人文

書を含む朝鮮関連資料、国民党関係者を中心

とする近代中国関係資料等、2009、2012年）、



 

 

ハーバード大学燕京図書館（在韓米軍政庁関

係者個人文書、2009 年）、米国立公文書館（朝

鮮関連資料、2009 年）、米国議会図書館（朝

鮮関連資料、2009 年）、米国立公文書館シア

トル分館（アジア系移民関係資料、2010年）、

スタンフォード大学フーバー研究所（「篠田治

策文書」ほかの日本関係資料、韓国・中国関

係資料、2010 年）、トルーマン大統領図書館

（日米戦および日本占領関係文書、対アジア

政策関係個人文書等、2011 年）、マッカーサ

ー記念館（同前、2011 年）、イェール大学バ

イネキー図書館（旧植民地関係資料、2012年）

において、資料の調査と目録作成ならびに一

部資料の写真撮影を行った。 

次に韓国では、鬱陵島の鬱陵公共図書館に

おいて鬱陵島関係の地方誌史の収集を行い、

独島博物館および鬱陵郡資料室では、植民地

期から戦後初期にかけての鬱陵島および在住

日本人関係資料の調査収集を行った。 

国内では、「今吉敏雄文書」、「松木幹一郎文

書」（2011 年）、仙台市立博物館所蔵「松川敏

胤文書」（2012 年）など、旧植民地関係者の

個人文書の調査、収集、目録作成を行った。

また、朝鮮引揚者、京城師範学校附属単級小

学校同窓生等からの口述記録の収集を実施し

た（2011、2012 年）。 

本チームに関わる研究交流活動の大きな成

果としては、2009年 12月 20 日に日本アーカ

イブズ学会と共催し、立教大学（東京）にお

いで、シンポジウム「帝国の拡大とアーカイ

ブズ」を開催した。報告は、「問題提起：帝国

の支配構造とアーカイブズ制度─連関性と補

完性の視座─」（加藤聖文）、「辺境に蓄積する

アーカイブズ─内国植民地北海道の文書にお

ける国家と地方─」（鈴江英一）、「対馬島庁設

置の史料学的接近」（高江洲昌哉）、「台湾総督

府文書のアーカイブズ学的研究─皇太子訪台

関係文書を中心に─」（東山京子）、「朝鮮総督

府が作成した土地関係帳簿の類型と性格」（崔

元圭）、「旧帝国と旧植民地記録の再認識」 

（金慶南）であった。 

 本チームの成果の一部は論文等で公表し、

現在、収集情報の整理と分析を進めている。 

 

（３）「核時代の記憶と記録」チームの成果 
国外資料調査と情報収集の重点は米国に置

き、以下の成果をあげた。まずワシントン D.C.
地域では、2009年に総合研究大学院大学葉山
高等研究センターの「戦争と平和」研究プロ
ジェクトとも連携して、米国科学アカデミ
ー・アーカイブズ、米軍病理学研究所、国立
公文書館、米議会図書館において「原爆被害
調査委員会」（ABCC）関係資料その他の原爆放
射線被害関連資料の調査を実施した。またテ

キサス医療センター図書館アーカイブズ（ヒ
ューストン）において、2010 年と 2011年の 2
回、広島・長崎の ABCCに勤務した米人科学者
の個人資料コレクションを調査し、今後の共
同利用等について協議を行った。 

上記の米国調査の成果として、米国科学ア
カデミー・アーカイブズが所蔵する ABCC資料
（124 箱、約 14万頁）をデジタル化により収
集することになり、同アーカイブズと契約書
を交わした上で、米国の業者に委託して、2010
年度より 3年計画でデジタル撮影を行った。 

国内調査としては、2012年に広島大学原爆

放射線医科学研究所、長崎大学原爆後障害医

療研究所等において、原爆関係資料の保存状

況調査と研究者との協議を行った。 

次に、オーラルヒストリー収集事業として、
日本国内では、濱清（元国立生理学研究所、
2009年）、土山秀夫（元長崎大学長、2009年）、
田川千鶴子（永井隆博士の長崎医大第 11救護
隊元看護師、2010 年）、石崎可秀（元京都帝
大医学部原爆調査団学生隊員、2011年）の各
氏から、原爆被害救護ならびに調査活動に関
わる聞き取り調査を行った。また国外でも、
2010年に米国ヒューストンにおいて、ウィリ
アム・シャル博士（元 ABCC職員で元放射線影
響研究所副理事長）、2010 年に台湾台北にお
いて、楊敏卿氏（永井隆博士の長崎医大第 11
救護隊元副長）の聞き取り調査を実施した。 

本チームの行った研究集会としては、まず

2010年 10月 13 日に、高エネルギー加速器研

究機構（つくば市）と協力して研究集会「日

米のサイエンス・アーカイブズを語る」を開

催し、トモコ・スティーン博士（米国議会図

書館）の講演と「シンポジウム・原爆アーカ

イブズの構築に向けて」を行った。次に、2011

年 10 月 20 日に、学習院大学において国際シ

ンポジウム「核時代の記憶と記録―原爆アー

カイブズの保存と活用―」を開催した。報告

は、「国を超えての原爆アーカイブズの保存」

（高橋博子）、「核時代の記憶としてのテキサ

ス医療センター図書館 ABCC コレクション」

（フィリップ・モンゴメリ）、「原爆傷害調査

委員会（ABCC）科学者コレクションの重要性」

（ウィリアム・Ｊ・シャル）の 3本であった。 

以上のほか、2012年に米国サンディエゴで

開催された米国アーキビスト協会年次大会に

研究協力者前川佳遠理が参加し、原爆放射線

被害デジタルアーカイブズ構築のための国際

コンソーシアムについて構想を発表するとと

もに、テキサス医療センター、米国科学アカ

デミー等、関係機関の研究者と協議を行った。 

以上の本チームによる成果の一部は論文、

報告書等で公表し、引き続き収集情報の集約

を進めているところである。 

 



 

 

（４）成果のまとめと今後の課題 

 本研究は、旧日本植民地・占領地関係資料

ならびに原爆関係資料を対象としたアーカイ

ブズ学的研究であり、その最終的な目的は、

これら資料の適切な保存・活用の体制を確立

することである。この最終目的を達成するた

めには、なお国内的・国際的な努力が必要だ

が、本研究はその土台作りとしての成果をあ

げることができた。ポイントは以下の 3点。 

①旧日本植民地・占領地関係資料ならびに原

爆関係資料の所在情報を数多く収集した。そ

の一部は論文等で公表しているが、多くはア

ーカイブズ学的な手法によって情報の集約、

分析、記述を進めている段階であり、できる

だけ早く公表したい。また、資料の接収、破

壊、散逸等についての調査研究も一定の成果

をあげており、公表を急ぎたい。 

②オーラルヒストリーについては、数多くの

貴重な口述記録を収集した。公表と利用の方

法については、なお研究び必要があるが、で

きるだけ早く適切に公開していきたい。 

③本研究の大きな成果の一つは、米国科学ア

カデミー所蔵 ABCC 資料をデジタル化により

収集するとともに、この事業をきっかけとし

て、米国内のアーカイブズ機関との間で、原

爆被害関係資料の日米相互利用について国際

的な共同研究の素地が生まれたことである。

この国際共同研究を進めるため、新規に科学

研究費補助金基盤研究(A)「国際コンソーシア

ムによる『原爆放射線被害デジタルアーカイ

ブズ』の構築に関する研究」（研究代表者安藤

正人）を申請したところ、幸いにも採択され、

すでに 2013 年度から研究が開始されている。

今後、この新しい研究プロジェクトを進める

なかで、ABCC 資料など本研究の成果を本格的

に活用していきたい。 
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